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卒園おめでとう

北御牧保育園

田中保育園

菊地美和子園長先生から
　心も体も大きく成長した 33 名の「みまきっこ」。ずっと待ってい
た一年生ですね。自分や仲間を大切に、大きな夢をみつけてね。ずっ
と応援しています。

春原和美園長先生から
　みんなといっぱい遊んで、いっぱい笑って、心も体も大きくなりましたね。もうすぐ１
年生！元気いっぱい羽ばたいてください。

放送日のお知らせ

東御市保育園・幼稚園　卒園記念番組
みんな元気に!もうすぐ1年生

■田中保育園
◦3月11日（月） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月18日（月） 9：00～／15：00～／21：00～
■滋野保育園
◦3月12日（火） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月18日（月） 10：00～／16：00～／22：00～
■祢津保育園
◦3月13日（水） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月19日（火） 9：00～／15：00～／21：00～
■和保育園
◦3月14日（木） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月19日（火） 10：00～／16：00～／22：00～
■北御牧保育園
◦3月15日（金） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月20日（水） 9：00～／15：00～／21：00～
■海野保育園
◦3月16日（土） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月20日（水） 10：00～／16：00～／22：00～
■くるみ幼稚園
◦3月17日（日） 9：00～／15：00～／21：00～
◦3月21日（木・祝）9：00～／15：00～／21：00～

■田中保育園	 3月11日（月）、20日（水）
■滋野保育園	 3月12日（火）、21日（木・祝）
■祢津保育園	 3月13日（水）、22日（金）
■和保育園	 3月14日（木）、25日（月）
■北御牧保育園	 3月15日（金）、26日（火）
■海野保育園	 3月18日（月）、27日（水）
■くるみ幼稚園	 3月19日（火）、28日（木）

滋野保育園

竹内美衣園長先生から
　忍者修業を通して心も身体も大きくなりました。胸の中の“キラリ”
を大切に元気な一年生になってくださいね。応援しています！

とうみチャンネル（CATV004チャンネル）

はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHz

8：05～／10：54～／14：54～／17：35～放送時間
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もうすぐ1年生!

和保育園

祢津保育園

海野保育園 くるみ幼稚園

北沢美良園長先生から
　もうすぐ一年生！保育園でのたくさんの宝物をもって、これからも夢に向かってまっす
ぐに、大きく大きくはばたいてください。ずっとずっと応援しています。

小林己和子園長先生から
　保育園で一緒に過ごした37人の祢津保育園のお友だち。園庭、お遊戯室、大日堂
で遊んだ沢山の楽しかった思い出をランドセルに詰めて元気に小学校に行きます。

月岡栄子園長先生から
　みあげてごらんよくるみの木、はっぱがよんでる
手をふって、あかるいよい子になるように、みんな
が大きくなるように。

関旦子園長先生から
　かもしか組の皆さん、ご卒園おめでとう。はだしでリズム
をし、野山をかけめぐり、たくさん本を読んで、心も体も
たくましくなりました。これからもずっと応援しています。

　この 3月に市内の保
育園、幼稚園を卒園す
るお友だちは228名で
す。
　もうすぐ１年生！小
学校でも、友だちたく
さんつくろうね。
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勉
強
会
の
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
い

た
信
州
大
学 

助
教 

勝か
つ

亦ま
た

達た
つ

夫お

先
生
か
ら

「
今
後
、
全
国
の
空
き
家
の
件
数
は
増
加

し
、
２
０
３
０
年
に
は
空
き
家
率
は
30
％

（
３
件
に
１
件
が
空
き
家
）
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定
空
家
等
※
の
認

定
や
除
去
に
は
、
膨
大
な
時
間
と
公
費
が

か
か
り
ま
す
。
空
き
家
所
有
者
の
７
割
が

特
に
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

※
特
定
空
家
等
と
は
、
①
倒
壊
等
著
し
く
保
安

上
危
険
、
②
著
し
く
衛
生
上
有
害
、
③
著
し

く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
、
④
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適

切
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
の
こ
と
。

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
東
御
市
空
き

家
等
実
態
調
査
の
結
果
、
市
内
の
空
き
家

件
数
は
、
４
４
６
件
で
、
そ
の
う
ち
特
定

空
家
等
の
可
能
性
が
あ
る
件
数
は
、
96
件

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
始
め
た
東
御

市
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
は
、
平
成

29
年
度
ま
で
に
累
計
１
１
３
件
の
登
録
が

あ
り
63
件
の
契
約
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

●
課
題

◦
空
き
家
の
所
有
者
が
無
関
心
で
管
理
が

さ
れ
な
い
。

◦
空
き
家
を
片
付
け
る
た
め
の
人
手
、
時

間
、
お
金
が
足
り
な
い
。

◦
防
犯
、
景
観
、
防
災
、
倒
壊
な
ど
周
囲

へ
の
影
響
が
あ
る
。

◦
空
き
家
の
相
談
を
ど
こ
に
し
て
良
い
か

わ
か
ら
な
い
。

●
疑
問
点

　
東
御
市
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
な
ん

で
す
か

　

東
御
市
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
市

が
空
き
家
や
空
き
地
（
宅
地
）
の
売

買
や
賃
貸
に
関
す
る
情
報
提
供
を
受
け
、

仲
介
支
援
を
行
う
こ
と
で
移
住
・
定
住
希

望
者
の
住
宅
確
保
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。　

空
き
家
の
所
有
者
、
管
理
者
が
誰

か
わ
か
り
ま
せ
ん

　
全
国
的
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る
空
き

家
の
状
況
を
理
解
し
、
将
来
の
課
題
や
悩

み
、
不
安
等
を
参
加
者
で
共
有
し
、
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
空

き
家
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
11
月
18
日
か
ら
12
月

２
日
の
期
間
で
、
各
地
区
に
お
い
て
開

催
し
、
各
区
や
各
種
団
体
の
役
員
を
は
じ

め
一
般
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
課
題
や
疑
問
点
を
出
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
勉
強
会
の
内
容
と
課
題
や
疑
問
点
の
回

答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

空
き
家
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

空き家の課題について考える勉強会の開催状況

開催日 開催地区 参加者数

11月18日（日） 和 地 区 62名

11月24日（土） 祢 津 地 区 53名

11月25日（日） 北御牧地区 43名

12月01日（土） 田 中 地 区 49名

12月02日（日） 滋 野 地 区 25名

合　　計 232名

▲勉強会の様子

　

管
理
不
全
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

建
設
課
で
所
有
者
を
特
定
し
て
お
話

し
を
す
る
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
更
地
に
す
る
と
固
定
資
産
税
が
上

が
る
の
で
す
か

　

住
宅
を
解
体
す
る
と
、
固
定
資
産

税
の
住
宅
用
地
特
例
が
外
れ
ま
す
。

税
の
軽
減
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
更
地
に

す
る
こ
と
で
、
宅
地
よ
り
も
評
価
額
が
低

く
な
る
た
め
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

「
６
倍
」
と
い
っ
た
固
定
資
産
税
額
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

勉
強
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や
疑
問
点
を

元
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
や
建
物
の
所
有
者
に
も
広
く
周

知
し
、
空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う
事
前
の

対
応
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

対
策
に
つ
い
て
も
、
地
域
と
行
政
が
協
働

で
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

全
国
的
な
空
き
家
の
状
況

市
の
空
き
家
の
状
況

空
き
家
の
課
題
や
疑
問
点
を

出
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

QQ A

AQA●
空
き
家
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　
　
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室

　
　
☎
71

－

６
７
９
０

　
困
り
ご
と
、
相
談
に
つ
い
て

　
　
生
活
環
境
課
　
☎
64

－

５
８
９
６

　
住
宅
全
般
に
つ
い
て
　

　
　
建
設
課
住
宅
係
　
☎
64

－

５
８
８
２

　
税
に
つ
い
て

　
　
税
務
課
　
☎
64

－

５
８
７
７

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
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春
先
は
、
就
職
や
転
勤
、
転
居
な
ど
で

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
季
節
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
こ
と
で

う
つ
病
な
ど
を
発
症
し
や
す
く
な
り
、
自

ら
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
人
が
多
く
な
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
殺
は
、
一
部
の
限
ら
れ
た
人
や
地
域

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
誰
も
が
当
事
者

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
身
が
何

か
に
行
き
詰
ま
る
時
も
あ
れ
ば
、
家
族
や

知
人
か
ら
大
き
な
悩
み
を
相
談
さ
れ
た
な

ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で
し
ま
う

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

だ
れ
か
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
支
え
て
く

れ
る
人
が
必
ず
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
か

ら
23
年
ま
で
年
間
3
万
人
を
越
え
て
い
ま

し
た
が
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

30
年
の
速
報
値
は
２
０
５
９
８
人
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
過
去
最
小
と
な
っ
た
交
通

事
故
死
者
３
５
３
２
人
の
実
に
６
倍
に
も

上
り
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
が
自
ら
命

を
絶
た
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
毎
年
３
５
０
人
前
後
、
東

御
市
で
も
５
～
６
人
の
方
が
自
死
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
～
29
年

の
人
口
10
万
人
当
た
り
自
殺
死
亡

の
平
均
は
国
、
県
と
も
18
・
5
人
、

東
御
市
は
17
・
5
人
で
し
た
。（
グ

ラ
フ
１
参
照
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
っ
た
自
殺
の
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
背
景
に
は

様
々
な
危
機
要
因
が
あ
り
、
自
殺

時
に
は
平
均
４
つ
の
要
因
を
抱
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
が
連

鎖
し
て
う
つ
状
態
と
な
り
自
殺
に

至
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
的
な
要

因
が
重
な
り
合
っ
て
追
い
詰
め
ら

れ
た
末
の
死
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

最
初
の
要
因
が
発
生
し
た
時
点

で
そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、

連
鎖
が
進
行
す
る
と
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
ん
で
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
孤
立

を
防
ぐ
た
め
、周
囲
の
人
が「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
の
役
割
を
す
る
こ
と
が
、
自
殺
を

予
防
す
る
対
応
の
一
つ
で
す
。

　

自
殺
の
危
険
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切

な
対
応
（
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
し
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、
見
守
る
）
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
人
の
こ
と
で
、『
命
の
門
番
』
と
も

言
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
育
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度

『
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
育
成
講
座
』

①
６
月
10
日
・
17
日
・
24
日

②
10
月
29
日
・
11
月
5
日
・
12
日

◦
１
コ
ー
ス
３
回

◦
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
～
８
時

◦
会
場
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

抱
え
切
れ
な
い
悩
み
が
あ
る
。
相
談
さ

れ
た
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
。
そ
ん
な
場
合
は
、
い
ろ
い
ろ
な
窓
口

が
あ
る
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
か
ら
逃
げ
る
こ
と
、
誰
か
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
は
正
し
い
選
択
で
す
。

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
無
い
社
会
へ

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64

－

８
８
８
２

自
殺
の
現
状

自
殺
の
危
機
経
路

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

こころの相談窓口のご案内
相談窓口 電　話

上田保健福祉事務所 0268-25-7149
長野県精神保健福祉センター 026-227-1810
こころの健康相談統一ダイヤル 0570-064-556
よりそいホットライン 0120-279-338
長野いのちの電話 026-223-4343
24時間子どもSOSダイヤル 0120-0-78310
チャイルドライン（18歳まで専用） 0120-99-7777

いのち
支える

その他

不明

【図1】（NPO法人ライフリンク「自殺の危機経路」より）

30

25

20

15

10

5

0
平成25年 平成26年

東御市
平成27年 平成28年 平成29年

長野県 全国

【グラフ1】人口10万人当たり自殺死亡

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
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交
通
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち

～
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
～

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
の
各
小

学
校
の
５
・
６
年
生
50
名
（
各
校
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
５
年
生
５
名
、
６
年
生
５
名
）
で

構
成
さ
れ
、
交
通
安
全
啓
発
を
目
的
に
上

田
交
通
安
全
協
会
東
御
部
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
小
学
校
や
地
域
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
を
と
お
し
、
学
校
で
交
通

安
全
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識

を
養
う
と
と
も
に
、
交
通
安
全
啓
発
活
動

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
２
年
間
活
動
に
参
加
し
た
平

成
30
年
度
団
長
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
作
文
を
読
ん
で
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
た
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
、
交
通
少
年
団
の

一
員
と
な
り
活
躍
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　

私
は
今
年
か
ら
団
長
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
少
年
団
で
は
大
変
な
事
が
あ
っ
た
け

ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
長
野
市
の
消
防
署
見
学
へ

行
っ
た
事
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
通
報
が
あ
っ
た
と
き
の

対
応
や
、
救
急
車
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
し
っ
か
り
と
話

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

次
は
、
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
は
、
四
年
生
の
時
に
来
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
中
に
入
れ
た
り
と
、
楽
し

み
な
が
ら
科
学
と
ふ
れ
合
え
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
外
に
は
動
物
も
い

て
、
近
く
で
サ
ル
や
ア
シ
カ
、
鳥
な
ど
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ア
シ
カ
を
見
て
い
た
ら
、

近
く
ま
で
来
て
く
れ
て
か
わ
い
か
っ
た
で

す
。

　

交
通
少
年
団
に
入
っ
て
、
め
ん
ど
う
く

さ
い
な
ぁ
、
や
り
た
く
な
い
な
ぁ
、
と
思

う
時
が
あ
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い

と
思
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
交

通
少
年
団
の
制
服
を
初
め
て
着
た
時
は
、

中
学
生
に
な
っ
た
気
分
が
味
わ
え
ま
し
た
。

他
の
学
校
に
も
友
達
が
で
き
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
交
通
安
全
対
策
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
や
、
他
の
学
校
と
も
友
達
に
な
れ

る
交
通
少
年
団
に
た
く
さ
ん
の
人
が
入
っ

て
交
通
事
故
を
な
く
し
、
交
通
少
年
団
が

続
い
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

「
交
通
少
年
団
に
入
っ
て

で
き
た
思
い
出
」

平
成
30
年
度
団
長

北
御
牧
小
学
校
　
小お

川が

原わ
ら

　
愛ま

な

美み

　
●
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係
　
☎
64

－

５
８
９
６

目指せ

▶
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
に
て
「
交
通
安
全

レ
タ
ー
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

▶
夜
光
反
射
材
を
つ
け
る
「
ピ
カ
ピ
カ
ペ
ッ
タ

ン
コ
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
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◦
農
地
法
３
条
許
可............................

57
件

（
農
地
を
売
買
・
賃
貸
す
る
場
合
に
必

要
な
許
可
）

◦
農
地
法
４
条
許
可（
県
の
許
可
）....

12
件

（
所
有
者
自
ら
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
場
合
に
必
要
な
許
可
）

◦
農
地
法
５
条
許
可
（
県
の
許
可
）

　

...................................................

１
０
８
件

（
所
有
者
以
外
の
者
が
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
場
合
に
必
要
な
許

可
）

◦
利
用
権
設
定 ...........................

３
１
９
件

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、農
地
を
貸
借
等
す
る
場
合
に
設
定
）

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
農
業
経
営

に
た
ず
さ
わ
る
各
世
帯
員
が
、
意
欲
と
や

り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅

力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、
経
営
方
針

や
役
割
分
担
、
家
族
み
ん
な
が
働
き
や
す

い
環
境
等
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な

話
し
合
い
に
基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も
の

で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
各
自

の
役
割
分
担
が
は
っ
き
り
し
た
、
労
働
時

東
御
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

　

全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、
市
内
に
も
農

地
所
有
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
荒
廃
し
、
通

常
の
農
作
業
で
は
作
物
の
栽
培
が
不
可
能

と
な
っ
て
い
る
農
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

荒
廃
農
地
が
増
え
る
と
、
雑
草
の
繁
茂
、

病
害
虫
・
鳥
獣
害
の
発
生
等
、
近
隣
農
作

物
へ
影
響
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
や

住
環
境
の
悪
化
等
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
農
業
委
員
は
担
当
す
る
地
元
の

農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
所
有
者
等
に

対
し
、「
今
後
そ
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
く
の
か
」
を
確
認
す
る
利
用

意
向
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
あ
っ
せ
ん

等
、
農
地
を
再
生
利
用
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
は
東
御
市

農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
（
農
林
課
内
）

で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
農
地
を
借
り

た
い
農
家
さ
ん
が
い
れ
ば
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
と
も
連
携

し
て
い
ま
す
。

　

同
機
構
は
、
農
地
を
一
定
の
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
借
受
け
、
地
域
の
大
規
模
農
家
や

新
規
就
農
者
等
の
皆
さ
ん
に
農
地
の
転
貸

を
行
う
「
公
的
組
織
」
で
す
。

　

10
年
以
上
機
構
に
農
地
を
貸
付
け
る
な

ど
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
農
地
を

貸
付
け
た
方
に
「
経
営
転
換
協
力
金
」
な

ど
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
機
構
へ
の
農
地
の
貸
付
け
を
希
望
す

る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す

～
荒
廃
農
地
の
現
状
・

農
地
の
調
査
・
解
消
に
向
け
て
～

平
成
30
年
１
月
～
12
月
で

審
議
し
た
案
件
に
つ
い
て

農
業
委
員
の
日
頃
の
活
動
を

お
伝
え
し
ま
す

【
荒
廃
農
地
の
現
状
】

【
農
地
の
調
査
】

間
が
明
確
に
な
り
精
神
的
な
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
た
、
経
営
目
標
が
共
有
化
さ
れ
た
等
、

農
業
経
営
の
改
善
や
発
展
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、
締
結
内
容
に
よ
っ
て
は
、
夫
婦

等
に
よ
る
認
定
農
業
者
の
共
同
申
請
が
認

め
ら
れ
た
り
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
に

一
定
割
合
の
国
庫
助
成
が
行
わ
れ
た
り
す

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
制
度
は
農
家
の
老
後
を
支

え
る
年
金
制
度
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
な
の
で
、
少

子
高
齢
化
で
も
安
定
し
た
財
政
方
式
の
年

金
で
す
。

　

そ
の
年
に
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
控
除

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
課
税
対
象
所

得
が
下
が
り
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
名
義
を
持
た
な
い
配
偶
者

な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者
も
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す

家
族
経
営
協
定
を

結
び
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

【
解
消
に
向
け
て
】

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
御
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
64

－

０
５
３
５

　
東
御
市
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
64

－

５
８
８
７
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行
事
・
学
級
講
座
の
模
様

　

恒
例
の
新
春
書
き
初
め
大
会
が
、

１
月
５
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
・
中

学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
80
人
が
参

加
し
、
市
文
化
協
会
書
道
部
会
員

の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
課
題
の
文
字
に
、
新
春
の

思
い
を
込
め
、
集
中
し
て
筆
を
運

ん
で
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品

は
1
月
14
日
ま
で
、
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
の
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

「
地
形
・
地
質
が
語
る
大
地
の
生

い
立
ち
（
東
信
版
）」
と
い
う
題
で
、

信
州
大
学
教
育
学
系
の
竹た

け

下し
た

欣よ
し

宏ひ
ろ

准
教
授
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

市
内
の
千
曲
川
河
床
で
行
わ
れ
て

い
る
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
の
化
石
の
発

掘
調
査
の
様
子
や
、
そ
の
地
層
の

秘
密
に
つ
い
て
、
ま
た
地
元
「
浅

間
山
」
の
形
成
史
を
、そ
の
形
（
三

重
式
）
か
ら
視
覚
を
通
し
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も

熱
心
に
話
を
聴
き
、
ま
た
質
問
な

ど
も
積
極
的
で
、
盛
ん
な
学
習
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
学
級
は
、
初
回
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
自
分
た
ち
で

学
習
し
た
い
こ
と
を
考
え
、
そ
れ

に
従
っ
て
年
間
計
画
を
立
て
て
月

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
い

る
講
座
で
す
。
今
年
度
は
、
県
内

の
工
場
見
学
に
い
こ
う
（
生
ご
み

処
理
施
設
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
長
野
工

場
、
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
、
養
命
酒
）、
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
講
座
、
語
る
会
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
（
中
華
）、
お
や
き

づ
く
り
、
笑
い
ヨ
ガ
を
実
践
し
ま

し
た
。
毎
回
新
た
な
こ
と
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
の
分
野

の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
視
野
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

手
作
り
料
理
教
室
は
、
年
５
回

開
催
さ
れ
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
、

健
康
的
で
魅
力
あ
る
献
立
を
毎
回
、

４
・
５
品
作
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
に
な
い
新
し
い
レ
シ
ピ
を
、
東

御
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

皆
さ
ま
の
指
導
で
楽
し
く
学
ん
で

い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
毎
、
協
力
し

合
っ
て
、

新
し
い

レ
シ
ピ

を
完
成

で
き
る

よ
う
に

奮
闘
し

ま
し
た
。

女
性
学
級

色
々
な
課
外
活
動
を

実
践
し
ま
し
た

手
作
り
料
理
教
室

新
春
書
き
初
め
大
会

平成31年度　生涯学習講座の募集
　東御市公民館（中央、滋野、祢津、和、
北御牧各公民館）・図書館では、各種
講座の受講生を募集します。
申込期間：3月27日㈬～ 4月10日㈬
※詳細は、3月中旬配布予定の
生涯学習講座・教室のパンフ
レットをご覧ください。

▲書き初め作品展 ▲新春書き初め会場

▲アケボノゾウの説明

▲サンクゼールワイナリー見学

▲生ごみ処理施設見学

▲語る会のようす ▲ファンケル長野工場見学

生
涯
い
き
い
き

シ
ニ
ア
大
学

（2019年3月）市報とうみ 8



い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
た
地
域
の
皆

さ
ん
の
力
作
を
、
多
く
の
方
々
に

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
１
階

の
市
民
交
流
サ
ロ
ン
も
、
サ
ロ
ン

市
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
、
地
域
の
人
や
中
学
生
の
利
用

者
も
だ
ん
だ
ん
増
え
、
気
軽
に
利

用
で
き

る
憩
い

の
場
と

し
て
活

用
さ
れ

て
き
て

い
ま
す
。

　

恒
例
の
田
中
地
区
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
第
20
回
記
念

大
会
と
し
て
、
１
月
１
日
に
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、

天
候
も
良
く
、

マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
、
合
わ

せ
て
１
４
２

名
の
大
勢
の

方
が
参
加
し

ま
し
た

　

心
身
と
も

に
健
康
で
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
田
中
公
民
館
か

ら
縣
諏
訪
神
社
間
で
、
順
位
を
競

わ
ず
、
走
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し

ま
し
た
。
完
走
後
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
集
合
写
真
を
渡
さ
れ
、

あ
た
た
か
い
と
ん
汁
に
舌
つ
づ
み

を
打
ち
な
が

ら
、
お
互
い

の
健
闘
を
称

え
合
い
ま
し

た
。

　

10
月
27
、
28
日
、
生
涯
学
習
作

品
展
が
天
空
の
芸
術
祭
と
と
も
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
・

小
学
生
・
中
学
生
の
夢
あ
ふ
れ
る

作
品
や
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
会
場

　

就
園
前
の
子
ど
も
た
ち
の
子
育

て
サ
ー
ク
ル
で
昨
年
の
12
月
21
日

に
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

し
、
久
々
の
大
集
合
で
し
た
。
ぽ

け
っ
と
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
際
バ
ザ
ー
を
企
画
す

る
な
ど
通
年
、
自
主
的
に
楽
し
く

ワ
イ
ワ
イ
活
動
し
て
い
ま
す
。
交

通
の
便
の
良
い
滋
野
公
民
館
、
あ

な
た
の
会
も
利
用
し
て
み
て
は
い

地域と連携した学習活動
～東御清翔高等学校～

　平成19年に東部高等学校から校名変更
した東御清翔高等学校は、平成23年４月か
ら多部制単位制高校として新たなスタート
を切っています。平成29年度からは新校舎
での学校生活が始まりました。
　地域の高校として、「地域と連携した学
習活動」を教育方針に掲げ、地域講師によ
る授業や地域施設との交流学習、就業体験、
ボランティア体験等を行い、より地域に親し
まれる高校を目指しています。
　地域関係者と生徒、職員で構成する「育
てる会」で年に１回意見交換をしていますが、
若い力を地域や社会教育に活かすことで、
地域と学校が互いの目的を達成できるよう
な活動が望まれています。

公民館長のねがい

　

12
月
22
日
に
「
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
発
想
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

　

何
色
か
混
ぜ
て
変
わ
っ
た
色
の

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
た
り
、

違
う
色
で
何
段
か
重
ね
て
作
っ
て

み
た
り
と
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
工
夫
し
て
制
作

し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
も
迷
わ
ず
皆
の
家

に
行
け
た
か
な
？

地
区
公
民
館
の
活
動

の
び
の
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
で

ク
リ
ス
マ
ス
会

滋
野
地
区

ク
リ
ス
マ
ス・キ
ャ
ン
ド
ル作り

和
地
区

か
が
で

す
か
。 

楽
し
く

交
流
し

ま
し
ょ

う
。

　

62
人
参
加
の
今
年
の
「
方
言
か

る
た
大
会
」。

　

会
場
は
気
合
い
十
分
の
子
ど
も

達
の
意
気
込
み
が
伝
わ
り
、
周
り

の
大
人
達
も
身
を
乗
り
出
し
て
見

つ
め
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
枚
数
が
少

な
く
な
る
と
手
は
ひ
ざ
、
手
は
耳
、

手
は
頭
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
!!
の

読
み
手
の
声
に
緊
張
は
最
高
潮
。

で
も
さ
っ
ち
ら
練
習
を
重
ね
、
今

日
を
迎
え
た
子
ど
も
達
は
前
に
読

ん
だ
札
、
後
半
か
ら
の
札
を
読
ま

れ
て
も
さ
っ
と
反
応
し
取
れ
る
ん

で
す
。

　

忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
懐
か
し
い

方
言
が
、

か
る
た

に
よ
っ

て
語
り

継
が
れ

て
い
く

瞬
間
で

す
。

新
春
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

田
中
地
区

第
14
回
北
御
牧
地
区

生
涯
学
習
作
品
展

北
御
牧
地
区

編集●生涯学習課　社会教育・公民館係　☎64－5885

▲作品を囲んで、会話も弾みます

「
方
言
か
る
た
」

祢
津
地
区
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ひ
と
ご
と
で
は
な
い

（161）

ひ
ろ 

た

あ
つ
ひ
ろ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

廣
田

　敦
弘

　

１
月
の
こ
と
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
つ
け

た
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
働
く
日
本
人
医
師

に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を

や
っ
て
い
た
。
最
初
は
あ
ま
り
関
心
が

無
く
ボ
ー
ッ
と
し
て
見
て
い
た
。
し
か

し
、「
貧
し
い
人
に
は
無
償
で
手
術
を
し

て
い
る
」
と
い
う
声
が
耳
に
入
っ
て
き
て
、

「
え
っ
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
そ
の
番

組
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
腕
も
「
神
の
手
」
と
称
さ
れ
、
ハ
ン

パ
で
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
医
師
は
、
吉
岡

秀
人
さ
ん
と
い
う
小
児
科
医
で
あ
っ
た
。

自
ら
全
財
産
を
投
入
し
「
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
人
だ

と
い
う
。
現
在
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
け
で
な

く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
日
本
を
行

き
来
し
、
多
く
の
貧
し
い
人
々
に
医
療
支

援
を
行
い
続
け
て
い
る
と
い
う
。
何
で
無

償
で
治
療
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
が
湧
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
日
本
で

行
う
治
療
と
講
演
の
収
入
や
、
同
じ
医
師

で
あ
る
奥
さ
ん
の
協
力
や
支
援
者
の
寄
付

な
ど
を
投
入
し
て
い
た
か
ら
だ
。
本
人
は

無
給
に
近
い
の
だ
。

　

数
日
後
、
今
度
は
ベ
ト
ナ
ム
で
働
く
日

本
人
眼
科
医
の
こ
と
が
放
映
さ
れ
て
い
た

の
を
偶
然
見
た
。
そ
の
医
者
も
貧
し
い

人
に
は
無
償
で
手
術
や
治
療
を
し
て
い

た
。
日
本
に
家
族
を
置
い
て
、
14
年
も
そ

の
医
療
活
動
を
続
け
て
き
た
と
い
う
。
そ

の
眼
科
医
は
服
部
匡
志
さ
ん
と
い
う
。
現

在
、
彼
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
医
師
で
、
半

月
は
日
本
で
仕
事
を
し
、
そ
の
収
入
を
資

金
と
し
て
、
半
月
は
ベ
ト
ナ
ム
で
無
償
の

医
療
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
。「
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
日
本
に
来
て
治
療
す
る
に
は
、

多
く
の
お
金
が
か
か
る
が
、
私
が
日
本
か

ら
行
け
ば
飛
行
機
代
だ
け
で
済
み
、
多

く
の
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
。
何
故
そ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
と
い
う

思
い
を
持
っ
た
。
服
部
さ
ん
の
父
の
遺
言

に
「
人
の
た
め
に
生
き
ろ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
っ
た
と
い
う
。「
人
は
人
を
助
け
る

た
め
に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
答

え
だ
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
私
は
ぐ
っ
と

き
た
。
彼
は
患
者
を
自
分
の
家
族
と
同
じ

だ
と
い
う
思
い
で
接
し
て
い
る
と
い
う
。

　

吉
岡
医
師
や
服
部
医
師
の
活
動
に
賛
同

し
て
い
る
若
い
医
師
も
多
い
と
い
う
。
他

国
へ
と
い
う
こ
と
は
私
に
で
き
な
い
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
も
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
。

少
し
で
も
、
二
人
の
志
に
近
づ
け
れ
ば
と

思
う
。

　

市
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域
で
人

権
同
和
教
育
の
推
進
を
し
て
い
く
た
め

に
、
人
権
啓
発
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
２
年
間
で
市
内
５
地
区
の
公
民
館
を

巡
回
し
て
お
り
、
30
年
度
は
、
田
中
・
北

御
牧
（
上
八
重
原
～
宮
）・
祢
津
の
3
地

区
で
、
32
公
民
館
を
会
場
に
開
催
し
、
各

区
役
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
市
内
小
中
学
校
の
先
生
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
３
３
３
人
の
皆

さ
ん
に
学
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人

権
問
題
に
、
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い
理

解
と
よ
り
深
い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
偏
見
や
差
別
を
な
く
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
28
・
29
年
度
も
学
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
重
要
な
内
容
で
す
の

で
、
30
・
31
年
度
の
２
年
間
も
、「
見
直

さ
れ
た
部
落
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、
同

和
問
題
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

古
文
書
な
ど
の
研
究
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が

か
つ
て
学
ん
で
き
た
部
落
の
歴
史
が
、
完

全
に
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
資
料
を
も
と
に
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
学
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
6
月
に
滋
野
地
区
・

7
月
に
和
地
区
・
10
月
に
北
御
牧
（
畔
田

～
牧
ヶ
原
）
地
区

で
、
人
権
啓
発
学
習

会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
新
年
度

に
な
っ
て
か
ら
、
市

報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
30
年
度
人
権
啓
発
学
習
会
結
果
と

31
年
度
に
向
け
て

●
習
っ
て
き
た
歴
史
は
誤
り
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
と
も
に
、
正
し
い

歴
史
を
知
っ
た
こ
と
で
、
余
計
被
差

別
部
落
の
問
題
が
、
非
合
理
的
で
許

し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
30
代
）

●
子
ど
も
の
人
権
意
識
を
高
め
る
に
は
、

家
庭
で
の
教
育
や
、
ご
両
親
の
人
権

意
識
が
と
て
も
重
要
な
の
で
、
地
区

で
学
習
会
を
行
う
機
会
が
あ
る
こ
と

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
よ
り
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
と
よ
い
と
思
う
。

（
20
代
） 参

加
者
の
感
想

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
同
和
政
策
課
　
人
権
同
和
政
策
係

　
☎
64

－

５
９
０
２
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1歳の誕生日おめでとう！
（3月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

山
やま

崎
ざき

　玄
げん

悠
ゆう

くん（片羽）
（H30.3.3生）

小
こばやし

林　泰
たい

知
ち

くん（常田）
（H30.3.4生）

古
こだいら

平　智
ち

勢
せ

ちゃん（県）
（H30.3.10生）

城
しろ

田
た

　孟
はじめ

くん（祢津南）
（H30.3.18生）

竹
たけ

花
はな

　來
ら

杏
ん

ちゃん（常田）
（H30.3.27生）

中
なか

込
ごみ

　葵
あおい

ちゃん（加沢）
（H30.3.2生）

押
おし

金
がね

　環
かん

奈
な

ちゃん（東深井）
（H30.3.4生）

藤
ふじ

川
かわ

　はなちゃん（東上田）
（H30.3.5生）

今
いま

野
の

　柚
ゆず

南
な

ちゃん（県）
（H30.3.14生）

栁
やなぎさわ

澤　坦
たいら

くん（本海野）
（H30.3.26生）

玄ちゃん♥1歳のお誕生日おめで
とう！いっぱい遊んで、いっぱい
笑って、元気に大きくなってね♥

祝 1才★
いつも可愛がってくれる伊那と軽
井沢のじいじばあば達に感謝だね。
これからもたくさん食べて大きく
育ってね！

パワフルガール♪１歳おめでとう
★ありがとう★
ちーちゃんの笑顔がパワーの源！
☆★ステキな人生を送ろうね★☆

はじめ、1歳のお誕生日おめでと
う。
毎日笑顔をありがとう。これから
も家族で一緒に成長していこう
(^^)

らんちゃん１歳のお誕生日おめで
とう！
甘えん坊の可愛いらんちゃんが大
好きだよ♥
たくさん食べて元気に育ってね！

葵ちゃん、1歳おめでとう！
これからもずーっとそのステキな
笑顔をみんなに見せてね！

環ちゃん1歳の誕生日おめでと
う！
いたずら大好きおてんば娘♥
お兄ちゃんと仲良く元気に育って
ね

♥はなちゃん♥1歳のお誕生日お
めでとう♪
はなちゃんの笑顔は家族の宝物
だよ

ゆずちゃん、1歳おめでとう！
元気いっぱいに育ってね

★誕生日おめでとう★
いつまでもお父さんとお母さんを
笑わせてね╰ (*́ ︶ `*) ╯

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、
shiho-tomi@city.tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真（うらに氏名を記
入）を企画振興課広報担当までお送りください。締め切りは、3月8日（金）必着。※原則、毎
月８日が締め切りとなります。

（対象者 4月生まれの １
●

 歳）
☆募集します！！☆
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地域おこし協力隊が行く！

菊地夏代（中心市街地活性化支援）
　着任から３年後どのような自分でいるのか、どの
ような活動をしていたのか全く想像もつきません
でした。中心市街地活性化という任務は、正直何
をしたらよいのか、誰に相談すればよいのか、とま
どいばかりだった３年前を思い出します。「田中ま
ちなかハロウィン」はカボチャの栽培指導から運
搬、畑提供、装飾、田中商店街の皆さんなど市内中
の方にお世話になり、「田中まちなかお化け屋敷」
は田中公民館、東御清翔高校ボランティア部、地
域の方々の協力により想像以上の来場者でした。
新イベントを始める難しさもありながら、地域の
方々のご理解やご協力、何よりも心強い沢山の言
葉をかけていただき感謝でいっぱいです。ありがと
うございました。

福田明日実さん（観光プロモーション支援）
　登山用品店で働いていた頃、初めて東御に来まし
た。山が好きで、自然に関わって暮らしたいと思って
いた私にとって、ここは理想的な街に感じられました。
実際に移り住んでみて、その想いは確信に。
　この1年間、様々な体験や出会いがあり、有り難い
ご縁もいただき、同期の隊員よりも早い卒業となり
ました。お世話になった皆さま、支えてくれた家族や
仲間に感謝します。今後は、地域の方 と々取り組む新
しい活動の中で、恩返しをしていけるよう頑張ります。
　観光情報ステーションや湯の丸高原ビジターセン
ターに、活動の一つとして制作したグッズやスタンプ
を設置しています。ご覧いただけると嬉しいです。 

夏代さん、いつでもお帰りをお待ちしており

ます！明日実ちゃん、同期が一人減るのは

淋しいけど、新たな門出にかんぱーい！

〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜

なつよ～（泣）、ゼロから１を作るのって大

変だったと思う。お疲れ様でした。笑顔も

かわいいけど、不機嫌な夏代も好きよ。カ

メラも山もイラストもワインも狩猟もでき

ちゃう明日実ちゃん！清水さんの家、応援し

てる！

夏代さん、明日実さん　ありがとう！お疲れさまでした！隊員一同より

夏代さ～ん！いつでも、「みち

よー！」って絡みに来てね。明日実

ちゃん、清水さんの家！行きます♪

〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜

夏代さん、3年間お疲れさまでし

た！せっかくのご縁、これからも

もっとよろしくお願いします！ 明

日実さん、清水さんの家、遊びに

行くのでどうぞ、ぜひ、よろしくお

願いします〜〜！

Vol.22 March 2019
　地域おこし協力隊とは、都市部の人材を地方の新たな担い手として受け入れ、地域活性化に向けた各種の支援活動等に従
事し、あわせて定住・定着を図っていく制度です。任期は最大 3 年。この３月で３年の任期を満了する菊地夏代さんと、新た
な活躍の場（田沢の民泊「清水さんの家」の管理）を見つけた福田明日実さんが、協力隊を卒業します。
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１
月
19
・
20
日
に
28
チ
ー
ム
、
総
勢

３
６
０
名
が
集
ま
り
、
力
士
づ
く
り
と
初

稽
古
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
２
月

２
日
に
本
番
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
参
加
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
一

般
観
覧
者
、
協
賛
社
、
報
道
関
係
者
と
大

勢
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
応
援
の
声
と
、
土
俵

を
た
た
く
音
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
天
下
無
双
の
称
号
を
目
指
し
初
戦
か

ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
協
賛
47
社
（
個
人
）
か
ら

参
加
賞
を
は
じ
め
、
豪
華
な
賞
品
を
提
供

し
て
い

た
だ
き

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

　

１
月
29
日
に
生
活
福
祉
部
会
主
催
、
保

健
補
導
委
員
会
共
催
で
祢
津
公
民
館
に
お

い
て
健
康
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

だ
い
ぶ
冷
え
込
ん
だ
寒
い
夜
で
し
た
が

37
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所
の
岡
田
先
生
と

市
健
康
保
健
課
の
職
員
か
ら
祢
津
地
区
住

民
の
健
康
統
計
結
果
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
糖
分
の
摂

取
方
法
や
栄
養
指
導
等
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
祢
津
地
区
は
比
較
的
に

血
糖
値
、
中
性
脂
肪
の
高
い
方
が
多
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

後
半
は
、
健
康
維
持
の
た
め
に
何
を

や
っ
て
い
る
か
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

話
し
合
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
、

ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
と
簡

単
な
ス
ト

レ
ッ
チ
を
全

員
で
行
い
ま

し
た
。

地
域
づ
く
り
通
信
2019年
3月号

　

１
月
14
日
に
恒
例
の
祢
津
方
言
カ
ル
タ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祢
津
小
学
校
の
児
童
54
名
、
祢
津
保
育

園
の
園
児
７
名
、
保
護
者
７
名
の
合
計
68

名
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
１
年
生
の
部
、
２・
３
年
生
の

部
、
４
～
６
年
生
の
部
の
３
階
級
に
分
か

れ
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
勝
か
ら
３
位

ま
で
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
練
習
し
て
い
る
子
も
た
く
さ

ん
い
て
、
大
人
が
見
て
い
て
も
圧
倒
さ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

本
大
会
は
、
今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
方
言

カ
ル
タ
を
作

成
し
た
当
初

の
目
的
で
あ

る
地
域
伝
統

文
化
の
理
解
、

継
承
と
郷
土

愛
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま

し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
62

－

０
２
５
１

祢
津
方
言
カ
ル
タ
大
会

祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

祢
津
の
健
康
を
学
ぶ
講
座

　

１
月
20
日
、
御
牧
原
北
部
の
企
業
体
跡

地
に
て
み
ま
き
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
御
牧
ふ

れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会
）
主
催
の
第

４
回
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。講
師
に
中
村
剛
志
先
生（
う

さ
ぎ
の
か
ま
ど
）
を
お
招
き
し
、
参
加
者

19
名
の
方
と
一
緒
に
ピ
ザ
窯
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
「
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
層
の
知
ら
な
い
人
た
ち
が

一
体
感
を
持
っ
て
何
か
を
作
る
充
実
感
が

あ
っ
た
」「
家
で
も
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
」

な
ど
嬉
し
い
感
想
が
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

今
回
で
今
年
度
の
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
来
年

度
は
よ
り
一
層
充
実
し
た
内
容
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
計
画
中
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
Ｈ
Ｐ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　
☎
67

－

１
０
１
０

第
４
回も

の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　
　
　 

づ
く
り
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　
☎
71

－

７
５
８
１

第
２
回 

ど
ん
ど
こ
紙
相
撲
大
会

 

東
御
場
所
開
催

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

みまきアートクラブHP
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス ワンポイントアドバイス税
　３月から４月にかけては就職や退職など異動が多い時期で
す。それらの異動に伴い、年金の手続きが必要な場合があり
ますので、忘れずに届け出をお願いします。
　なお、届け出に必要な持ち物は、あらかじめ各届け出先に
ご確認ください。

　ご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。
3月の納税 （納期限 4月1日）

・国民健康保険税（普通徴収）（10期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（9期）
・介護保険料（普通徴収）（9期）

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

●問い合わせ先　税務課　住民税係　☎62－ 1111

年金の異動届け出はお済みですか

こんなときに異動届け出が必要になります

原付・軽自動車の手続きはお早めに！！

■20歳以上60歳未満の方

■年金を受給している方
※内容により必要書類等が異なりますので、各取扱窓口に電話確認の
上、手続きを行ってください。

こんなとき 必要な手続き 届け出先

会社を
退職した

（厚生年金の
資格を喪失し
た）

国民年金に加入する。
【ご注意ください】
次の方も国民年金の加入手続きは必要
です。
●健康保険を任意継続した方
●会社員等の配偶者に扶養されていた

方

市役所

就職して厚生
年金に加入し
た

国民年金から厚生年金に切り替える。 勤務先

※勤務先への年金の届け出とは別に、国民
健康保険に加入していた人は、国民健康
保険を脱退する手続きが必要です。

市役所

住所が
変わった

氏名が
変わった

住所変更届
け出・氏名
変更届け出
をする。

①厚生年金加入者 勤務先

②厚生年金に加入して
いる配偶者に扶養さ
れている方

配偶者の
勤務先

③上記①、②以外の方
市役所

(住民票異動
届と併せて)

　軽自動車税は毎年４月１日現在で軽自動車等を所有してい
る方に１年分が課税されます。廃車、住所変更、名義変更は
年度内に手続きを行ってください。
　なお、３月末は取扱窓口が混雑しますので、早めの手続き
をお勧めします。

●税務課　住民税係　☎62 - 1111（内線1161・1162）

●長野県自家用自動車協会上小支部
　上田市住吉65番地　☎22 - 0595

●北陸信越運輸局長野運輸支局
　長野市西和田 1丁目35番 4 号
　☎050 - 5540 - 2042

◦二輪車（125cc 超〜 250cc 以下）　◦三輪車　◦四輪車
【軽自動車】

◦125cc 以下のバイク　◦ミニカー
【原動機付自転車】

◦農耕作業用（トラクターなど）※
◦特殊作業用（フォークリフトなど）※

【小型特殊自動車】

【二輪の小型自動車（250cc超）】

取扱窓口（問い合わせ先）

※公道を走行しない場合であってもナンバーの取得（軽自動車税申告）は
必要です。

こんなとき 必要な手続き 届け出先

住所が
変わった

「年金受給者住所変更届」を
提出する。

小諸年金事務所
※用紙は市役所にありま

す。必要事項記入のう
えご提出ください。

氏名が
変わった

「年金受給者氏名変更届」を
提出する。

（2019年3月）市報とうみ 14



〈広告欄〉

●問い合わせ先
　生活環境課　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　スプレー缶には可燃性ガスが入っており、廃棄の際は注意
が必要です。下記の注意事項を確認し、安全なごみ出しをす
るようお願いします。

●製品に記載されている注意書きを確認の上、必ず中身を使
い切ってください。
　★中身の入っているものは、収集に出せません。
●市販の穴あけ器等を使って、ガス抜きを行ってください。
　★必ず火気のない風通しのよい屋外で行ってください。
　★缶の下部にガスが溜まっていることがあるので、穴あけ

後、完全にガスが抜けていることを確認してください。

東部地区：その他のもやせないごみの日に透明ポリ袋に入れ
てお出しください。

北御牧地区：もやせないごみの日に指定袋に入れてお出しく
ださい。

スプレー缶の廃棄について

No.155
なるほど The ごみ (gomi)

スプレー缶を廃棄するときの注意事項

ス プ レ ー 缶 の 収 集 日

田中地区（田中区・常田区を除く）・
滋野地区

第４月曜日

田中区・常田区・祢津地区・和地区 第４火曜日

八重原・羽毛山・大日向地区 第１水曜日

下之城・御牧原・布下・島川原地区 第２水曜日

おいしいヘルシークッキング 142

かぼちゃのポタージュ
（1人分：エネルギー155kcal・塩分0.9g）

かぼちゃ......................300g
玉ねぎ.........................240g
バター...........................12g
スープ...................... 300cc

牛乳......................... 250cc
塩............2.8g（小さじ3/5）
こしょう........................ 少々
パセリ..............................2g

材　料（4人分）

❶かぼちゃは種をとり、3cm角に切る。
❷玉ねぎは、薄切りにする。
❸鍋にバターを溶かし、玉ねぎを焦がさないようにしっか
り炒める。
❹かぼちゃを入れ更に炒め、スープを入れて煮る。20～30
分弱火で煮込む。
❺④をミキサーにかけてなめらかにし、鍋に戻す。牛乳、塩、
こしょうで調味する。
❻スープ皿に盛り付けてパセリのみじん切りを飾る。（生ク
リームをかけてもよい）

スープのとりかた
❶鶏むね肉にフォークで穴をあけ、水、鶏肉重量の1％
の砂糖、塩を入れよく揉んで冷蔵庫で30分おく。
❷①の肉を2分間茹でて、余熱で5分おき、スープをとる。
※鶏肉はサラダなど別のメニューで利用する。時間がな
い時はコンソメ1個を使ってもよい。（塩分0.5gプラスに
なります）

作り方

ポイント
　鶏肉のスープを使うと旨味で
減塩できます。

レシピ提供：食育市民ネットワーク
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ートピックスー　地域の話題

　₁月20日、市第一体育館で東御ライオンズクラブ（山崎康
一会長）から市スポーツ少年団の₅野球団へ15ダースの軟式
ボールが贈られました。
　この取り組みは、同クラブの結成45周年を記念し、スポー
ツ少年団の要望に応じて提供したもので、各団のキャプテン
に山崎会長からボールが渡されました。
　贈呈式に出席したスポーツ少年団のメンバーからは、「しっ
かり練習に取り組みたい」「早くボールに慣れたい」と言った
声が聞かれ、新しいボールでの練習を楽しみにしていました。

東御ライオンズクラブ
市スポーツ少年団でボールを贈呈

▲団旗の引き継ぎのようす

　₂月₃日、市勤労者会館で東御市交通少年団第38期20人の退団式
が行われました。
　式では、市長から記念品の贈呈や₆年生から₅年生へ団旗の引き
継ぎなどが行われ、平成30年度団長の小川原愛美さん（北御牧小）
から「登下校の交通安全に気をつけた。来年度も頑張ってほしい」
とエールが送られました。
　また、団の交通安全啓発活動に対して上田警察署から感謝状が贈
られ、来年度も活動する団員たちは、引き続き交通安全意識の普及
に努めることを誓いました。（活動の詳細は、₆頁をご覧ください）

　₂月₂日、市勤労者会館で「十の美しき心風景 東御十景 書の
創造へのおさそい」（東御市景観を考える会主催）と題した書道
イベントが行われました。
　このイベントでは、「海野宿夜雨」「大川流螢」といった東御十
景を題材に、市民が自由な発想で書道に取り組みました。
　このほか、佐久平総合技術高等学校書道部による書道パフォー
マンスや東御清翔高等学校の生徒による作品展示も行われ、身近
な情景を思い浮かべながら書を楽しむ一日となりました。

交通安全のリーダーとして
交通少年団退団式

美しい景観を書で表現
東御十景書道イベント

▲贈呈式のようす

　₂月₉日、「冬のとうみはどのくらい寒いのかを知るツアー」
と題した移住体験ツアーを開きました。
　この日は、ツアー名のとおり雪の舞う冷え込む一日でしたが、
移住を検討する県外の₆組11人が参加し、一行は市役所周辺施設
や空き家物件などを見学。
　ツアーの行程では、移住者が開店したカフェで移住体験談を聞
いたり、実際に東御市に移住した方からこの地域を選んだポイン
トや市内での物件の探し方など具体的な情報を交換し、移住希望
者は自身の移住計画の参考にしていました。

東御市の住みやすさを実感
移住体験ツアー 開催

▲移住者の体験を聞くツアー参加者

▲十景の題字に取り組む参加者たち
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ートピックスー　地域の話題

1
・
28
▼	

叙
勲
伝
達
式

	

（
矢
島
藤
兵
衛
氏
）

2
・
12
▼	

叙
勲
伝
達
式

	

（
故
櫻
井
好
祐
氏
）

2
・
13
▼	

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
、

	

行
政
改
革
審
議
会
　
答
申

　₂月14日、市と生活協同組合コープながのは、災害時の物資供給
協定を結び、その調印式が行われました。
　この協定は、災害時にコープながのが保有する食品や衛生用品な
どの商品の供給と運搬について協力を要請するものです。
　式で花岡市長は、「様々な災害を教訓に備蓄品の確保と同時に、
災害時の応援態勢の整備をすすめていきたい」と、協定による住民
生活の早期安定を図ることの重要性を話しました。

災害時に必要な物資を
コープながのと物資供給協定を締結

　₂月16日、北御牧中学校体育館を会場に「ボッチャ交流
大会2019」（とうみユニバーサルスポーツクラブ主催）が
行われました。
　ボッチャは、パラリンピックの公式種目でジャックボー
ル（目標球）の近くにいかにボールを寄せられるかを競う
種目で、交流会には18チームが参加し、競技を楽しみました。
　まずルールなどの講習を受け、各チームが対戦。一投一
投戦略を立てたり、経験者にどう投げればいいか聞きなが
ら、ボッチャ競技に親しんでいきました。

どんな人でも楽しめるスポーツ
ボッチャ交流大会開催

で
き
ご
と
短
信

▲協定調印式のようす

▲ボッチャに取り組む参加者

　₂月16日、市中央公民館で「男女共同参画のつどい」が
開催され、約200人が参加しました。
式では、男女共同参画社会の実現に向けた日本女性会議に
出席した実行委員が「貧困と子どもの権利」「性の多様性」
などについて意見発表を行いました。
　その後、作家・僧侶である家

いえ

田
だ

荘
しょう

子
こ

さんによる「自分
らしく生きるために」と題した講演を実施。家田さんは「男
性でも、女性でも得意、不得意なことがある。それぞれが
協力し合う社会が望ましい」と男女共同参画の大切さを訴
えました。

相手の気持ちに寄り添う大切さ
男女共同参画のつどい

▲講演される家田さん
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市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記
　2018年４月号の表紙写真が長
野県市町村広報コンクールの広報
写真（一枚写真）で最優秀賞をい
ただきました。表紙や紙面の写真
は、読むときに１番に目に入るも
の。これからも市報を多くの方に
目をとおしてもらえるように、見
ていて楽しくなる写真、その場の
雰囲気が伝わるような写真を撮り
たいです。	 （市報担当　長岡）

市内交通事故統計 1月分
平成31年 1月31日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 3件 3件 − 3件

傷 　 者 3名 3名 − 4名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）平成31年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝ 1月の火災・救急件数＝

火災 1件（ 1件）
救急 125件（125件）

※カッコ内は平成31年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（2月１日現在）

平成31年 1月 平成30年 1月

最高気温 10.7℃（15日） 11.6℃（16日）

最低気温 −8.7℃（10日） −9.3℃（13日）

平均気温 −0.6℃　 0.2℃

降 水 量 1.5㎜ 13.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
	12,025世帯（− 5）
総人口
	 30,230人（−29）
男	14,924人（−16）
女	15,306人（−13）

転入	 62人
転出	 70人
出生	 12人
死亡	 34人
その他	1人増
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体育館で遊ぼう

軍手ィうれしかった人～！！

カラフルな軍手ィをプレゼント

だるまさんが転んだ

これで元気に遊んでね

ハンカチ落とし

このコーナーでは
、

保育園や学校で行

われた行事などを

紹介します。

市内小学校一年生向けに信州大学有志からカラフルな軍手「ちび軍手ィ」が贈られました。
北御牧小学校の児童らは、好きな色を選び、早速元気に遊びまわりました。

ちび軍手ィ贈呈式（北御牧小学校）
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